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【1 分解説】セキュリティ・クリアランスとは？ 

総合調査部 マクロ環境調査グループ長 石附 賢実 

 

セキュリティ・クリアランスとは、政府が保有する機密情報へのアクセス許可のた

めに個人の適性を評価する制度です。主要先進国では既に導入されているなかで、日

本では防衛・外交・テロ防止等の 4分野についてのみ特定秘密保護法にて担保されて

いるに過ぎず、対象者の 97%が官とされます。クリアランス（許可）を持たない日本

の研究者が国際共同研究に参加できないなどの弊害が生じており、他の主要先進国並

みの、経済安全保障の重要性の高まりに対応した制度整備が急務となっています。政

府は 2024年の通常国会での関連法の制定を目指しています。 

米国の制度では、情報を「トップシークレット」「シークレット」「コンフィデンシ

ャル」に分類しています。日本の特定秘密保護法は、機密の度合いが特に高い前者 2

つには対応しているとされます。新たな制度において、現在は担保されていない「コ

ンフィデンシャル」に相当する部分を含めて、どのような枠組みとなるのかが注目さ

れています。 

クリアランスは事業者及び個人に与えられることになります。特に個人のクリアラ

ンスについては身辺調査が実施されることとなりますので、プライバシーに十分に配

慮した制度設計が必要となります。 

資料 政府有識者会議で提示された情報の主な流れと管理・提供ルールのイメージ 

（出所）「経済安全保障分野におけるセキュリティ・クリアランス制度等に関する有識者会議」内閣官房参考資料

（2024.1.17）  

https://www.dlri.co.jp/
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関連レポート 

・石附賢実（2023年 7月）「世界のパワー・バランスは西側優勢？～時間は中国に不利に働く、西

側は繁栄・協調・高潔性を示し続けられるか～」 

（https://www.dlri.co.jp/report/ld/265593.html） 
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